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　　　　　　　　は　じ　め　に

　近年各地の古墳，遺跡などから木材や各種の木製晶が

発掘され，それについての各種の調査が行なわれ，話題

を提供している．遺跡から出土する遺物はその材料から

石器，土器，鉄器，青銅器，木製品などに大別される．

従来考古学においてはこれらの遺物は，その年代，品

名，用途に関しての研究が主体となっていたが，特に木

製遺物に関しては近年の開発によって遺跡や埋蔵文化財

の発掘に伴って多数の木材や木製品が出土するようにな

って以来，それらの貴重な文化財の保存処理の問題とと

もに使用樹種の調査が行なわれ，報告されるようになっ

てきた．

　木製晶について樹種名を判別し，用途別利用を調査す

ることは，単に遺跡周辺の当時の気侯や植生などを推定

する手がかりになるばかりでなく，古代における人々の

木材利用の実態が把握でき，人問と木材とのかかわりに

おいて考古学的に当時の生活様式や文化などを推測する

ための基礎的資料を提供すると思われる．

　遺跡から発掘される遺物はほとんどが地中に埋没され

た状態にあり，石器，土器類は腐ることがなく遺存し易

いのに比べて，木製遺物は材料自体が腐朽，変質し易い

有機物であるため，損傷を受けていない完全な形で出土

することは少ない．しかし，粘土層にはさまれた砂礫層

のように，木製遺物が絶えず流水中に浸漬された状態で

埋蔵していれば，数千年という歳月を経過してもある程

度の形状を保っており，その樹種固有の組織構造を残し

ている．

＊本研究の概略は第34回目本木材学会大会（昭和59年4月，名古屋）

　において発表した．

料　附属演習林

　本研究においては才ノ峠遺跡および西川津遺跡から出

土した木製晶の樹種鑑定を島根県教育庁から依頼され，

図1 西川津遺跡出土木製晶

左鋤（退物番号No1），右：鍬（Nα4）

図2　西川津遺跡出土木製品
　　　左：横槌（Nα2），中：円盤状木製晶（Nα5），

　　　右：棒状木製品（Nα7）
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木片の提供を受けたので，光学顕微鏡観察によって解剖

学的性質を調べ，木製晶の使用樹種の調査を行ない，用

途別利用との関連を調べた．更に組織構造の自然劣化状

態などを調べるために走査電子顕微鏡（SEM）による観

察も併せて行なったので，これらの結果を報告する．

材料および方法

　調査を行なった試料は，すべて島根県教育庁から提供

を受けたもので，才ノ峠遺跡では板状木製晶，棒状木製

品，曲物の底板などの42点，西川津遺跡では鍬，鋤，横

槌など（図1，図2）のユ2点，計5煉であった．遺跡に

ついての概略は次の通りである．

　才ノ峠遺跡　　現存していないが，かって松江市竹矢

町110番地外に所在し，昭和55年国道9号線松江東バイ

パス建設工事のために発掘調査された．丘陵部と水田部

に分けられ，丘陵部から奈良時代の須恵器，土師器など

が出土し，そこに同時代の集落があったと推測される．

水田部から土馬，土鈴などの他多数の木材と木製晶が出

土した．これらの木製遺物は，付近から出土した土器類
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
の特徴から奈良時代（8世紀初期）のものとされている．

　西川津遣跡　　松江市西川津町宇宮尾坪内558番地外

に所在し，付近を流れている朝酌川の河川敷を中心にし

た遺跡である　昭和54年に朝酌川河川敷改修工事に伴っ

て発見され，縄文式土器類，弥生式土器類，石器類をは

じめ70点に及ぷ木製品も出土した．発掘された木製遺物

の年代は弥生時代前期～中期（B．α200年’）A．D．100
　　　　　　　　　　2）
年）のものと考えられる．

　これらの木製品は極めて長年月にわたって地中に埋没

され，湿潤な状態に保たれていたが，ほとんどが腐朽，

劣化が進み，非常に軟化して脆弱な状態にあり，木材組

織の破壊，損失がかなり進んでいたものもあった．水中

に浸漬した状態で保存されていた木製品から，加工部分

や重要部分を避け，できるだけ遺物に損傷を与えないよ

うに注意して約5mm角のブロックを採取した．包埋剤

として湿潤状態の木材を簡便で迅速に包埋できる瞬間接

着剤（アロンアルファ201）を用い，試料に塗布，合浸

させて硬化した後，台木に接着し，スラィディング・ミ

ク1・卜一一ムによって木口面，柾目面，板目面の3断面の

切片（25～35μm）を作製した．切片化に際してその都度

瞬問接着剤を試料表面に塗布，硬化させた　サフラニン

あるいはサフラニンとライトグリー一ンの二重染色を行な

い，カナダバルサムで圭土入して永久プレパラートに仕上

げた．

　SEM観察用の試料は乾燥する必要があり，次のエタ

ノー一ルによる溶媒乾燥を行なった．湿潤状態にある供試

料（全体の約半数）からブロックを取り，50％～ユOO％

の7段階のアルコールシリーズにそれぞれ2～4日間浸

演して脱水した．脱水後ブロックを大気中に放置してア

ルコー一ルを気散させ，更に減圧下で気散を十分に行なっ

た．このように乾燥したブロックから検鏡用試料をトリ

ミングして採取し，ドー一タイトで接着固定し，減圧乾燥

を行なった後真空下で金蒸着を施した．、SEM観察には

日本電子製JXA733を用いた．

　光学顕微鏡による樹種鑑定上の主な観察項目は次の通

りである．

針葉樹遺物について

仮道管

樹脂細胞

分野壁孔

放射組織

その他

早・晩材の移行と晩材幅，らせん肥厚の

有無

存在の有無と分布

形状と数

放射仮道管の有無，放射柔細胞の末端壁

の状態，細胞幅と細胞高

樹脂道の有無

広葉樹遺物について

道　　　　管

軸方向柔組織

放射組織

木　繊　維

そ　の　他

配列型式と大きさ，らせん肥厚の有

無，せん孔の形状，道管相互壁孔の

形状

分布

構成細胞の形状（異性，同性），細

胞1幅と細胞高，道管放射組織問壁孔

の形状

有縁壁孔の有無，隔壁の有無，壁厚

さ

周囲仮道管の有無

結果およぴ考察

　1．木製品の用途と樹種

　顕微鏡観察により樹種を鑑定した結果，才ノ峠遺跡に

ついての木製品の用途と樹種の関係は表1に示される．

才ノ峠遺跡では多数の木材遺物が発掘されているが，そ

の中一定の目的をもって加工が施してあって何らかの用

途に使用されたと考えられるものが木製晶として選別さ

れている．製品名は島根県教育庁で分類されたものであ

る．

　針葉樹はスギ（0プ抄o榊γづα切oη｛6αD．Don）とヒ

ノキ（α舳αθψα閉0肋sαEnd1）の2樹種，広葉樹

はサカキ　（αθツθプαフψo伽6αThunb）　とヤフツハキ

（C舳θ”α切0伽αL．）が僅かに各ユ点づつである．才

ノ峠遺跡では木製晶はほとんどがスギとヒノキであり，

特にスギは全体の64％を占め，各種用途に使用されてい
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表1　オノ峠遺跡の木製品と樹種

樹種
製品名 スギ ヒノキ

サカキざブ　　ノバキ

板状木製品 7 2 一 一

棒状木製晶 4 2 i i
角　　　材 2 1 ’ 一

札 3 i 1 一

建築用材 1 ‘ 1 ■

曲物底板 3 1 ■ 一

く　　　い 1 ■ ‘ ■

工　　　具 一 1 ■ 一

用途不明品 6 6 一 1
計 27 ユ3

1 1

表2　西川津遺跡の木製品と樹種

モミ カシ類
スダ ホオ
ジイ ノキ

ツゲ ミズキ

鍬 ’ 3 ■ 一 i 一
鋤 一 1 i 1 一 一

横　槌 ’ 1 ‘ 一 ， ■

円盤状
木製品 1 一 一 ’ ‘ 一

棒状木製晶 一 ■ ■ 1 一 一
用途不明品 2 ■

ユ

i
ユ 1

計 3 5 1 1 1 1

ミスキ

た．用途を明確に特定できないものが多いが，これらの

木製晶は恐らく建築材用，日常生活具用，農耕具用の範

嬢に入ると思われ，スギとヒノキが古代においてあら

ゆる用途に広範囲に利用されていたことは知られてい
3）

る．スギは軽軟で最も加工し易いことと入手が容易なこ

とから，日常生活に密着した用途を中心に広く使用され

　表3針葉樹遺物の解剖学的性質

てきた．スギを材料とした製品は，各地の遺跡から多く

出土しており，一般にスギの使用率は高い．才ノ峠遺跡

についてもこのことが言える．

　ヒノキについては光沢が良く，狂いが少なく，耐久性

に富み，更に加工が容易であるというすぐれた性質をも

っているため，古代からスギと同様に用途が広く，特

に建築用材としてはすぐれた材料として使用されてき
4）

た．なお，本研究の調査対象にはならなかったが，上述

の遺物以外にも下駄，火鐘臼，琴柱などの重要な木製品
　　　　　　　5）
が発掘されており，これらもスギまたはヒノキの可能性

が強い．

　広葉樹にはサカキとヤブツバキが1点ずつ見られた．

古代においてサカキは臼，杵などの生活具用，祭葬用

に，ヤブツバキは梁，桁，垂木の建築用，容器，櫛の生

活具用として限られた用途に利用されていた．サカキは

農具や斧の柄，ヤブツバキは杭，その他の出土例もあ
6）

る．またサカキ，ヤブツバキとも縄文時代において石斧
　　　　　　　　　　　7）
柄として多く利用されていた．サカキは心持ちの建築用

材に用いられた痕跡があるが，ヤブツバキについては不

明である．

　西川津遺跡から出土した木製晶の樹種を見ると（表

2），針葉樹はモミ（λ肋sガ榊αSieb．etZucc．）だけで

3点，他は広葉樹でカシ類（Q鮒伽吻．）が5点，ス

ダジイ（Cαs加〃ψs乞so〃功”αナαSchottky　var．＆θろo〃〃

Nakai），ホオノキ（Mα馳oZ乞αoろo〃αfαThmb．），ツゲ

（B〃〃s刎あγψ伽ZZαSieb．et　Zucc．var．ゴψo〃6αRehd．

et　W11s），ミスキ（0o〃刎s　oo伽o鮒∫αHems1ey）が

各ユ点づつとなっている．才ノ峠遺跡とは時代が違い，

樹種構成は異なっている．今回調査した試料数が少なく

仮　　　道　　　管

　　早・晩材　の　移
　　晩　　　　材

　　ら　せ　ん　肥
樹　　脂　　細　　胞

分　　野　　壁　　孔

　　形

数

放　　射　　組　　織

放　　射　　仮　　道

放　射　柔　細

樹　　　脂　　　道

行

幅

厚

状

管

胞

ス　　　　　　ギ

やや急～急

やや広

散在～接線状

スギ型

1～4（通常2）

十

ヒ　　　ノ　　　キ

　緩

　狭

散在～接線状（時に）

ヒノキ型

1～4（通常2）

十

モ

やや急～急

やや広

スギ型

2～5（時に6）

　十
（じゅず状末端壁）

一または十（傷害）

注：十存在，一存在しない．
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図3　スギのSEM像
　　棒状木製晶（垣物番号u－204）

　　　A：3断面，B1柾目面

図4　ヒノキのSEM像
　　用途下明品（u－210）

　　　A：3断面，B：柾目面

て全体の傾向をはっきりと示せないが，注目されるのは

木製晶に鍬，鋤，横槌のような農耕具類が見られ，カシ

類が使用されていることである．

　西川津遺跡では約70点の木製遺物が出土しており，そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
の中の3哺あまりが，鍬，鋤類と分類されている．これ

らは今回の鑑定結果からみて大部分カシ類ではないかと

想像される．このように農耕具の占める割合が高く，カ

シ類が使われたのは，既に農耕生活をしていた弥生時代

に人々が堅硬で，弾力もある強靭なカシ類の性質を知っ

10μm

一105一

て，農具の材料として選択し，

使用したものと考えられる．他

の古代遺跡においてもカシ類は

各種使途に利用され，特に農漁

具材に適した樹種として多用さ
　　　3）6）8）

れていた．

　カシ類以外の樹種について

は，他の遺跡でも出土例のある
　　　　　　　　3）
ものばかりであるが，本研究で

は鑑定を行なった出土遺物が少

なく，しかもほとんどが用途不

明品であるため，それらの樹種

と用途の関係は明確に判断でき

なかった．古代においてはモミ

は建築用，農漁具用以外に木棺

などの祭葬用に多用され，スダ

ジイを含めたシイノキはカシ類

とほぽ同様な用途に使われてい
3）

た．ホオノキは軽軟，均質で加

工し易いという性質から，容器
　　　　　　　　　　9）
や刀鞘などの出土例があり，ま

たツゲについてはその色調，綴

密堅硬性から正倉院宝物では箱

類，木画，琵琶類の半手や刀子
　　　　　　　　9）
の把などに使用され，櫛として
　　　　　　10）
の出土例もある．

　このように才ノ峠および西川

津の両遺跡ともそれぞれの時代

における古代社会の生活様式や

加工技術に応じて周囲の森林か

ら各種の使途に合った木材樹種

を選択し，利用したものと思わ

れる．

　弥生時代以降の森林植生は現

代の自然植生と大差なく，両遺

跡の木製遺物に使用されていた

10樹種はすべて当時の遺跡の近辺に分布していたと考え

られる．松江を含めた出雲地方の花粉化石の分析による
11）

と，モミ属，スギ属，コナラ属，シイ属は既に縄文時代

には出現している．またヒノキ属，ミズキ属，ツゲ属の
　　　　　　　　　　　12）13）
花粉化石も検出されている．

2．解剖学的性質と走査電子顕微鏡観察

2．1針葉樹遺物の組織

針葉樹の木製遺物について観察された樹種鑑定上の根

n181602.pdf
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拠となった解剖学的性質をまと

めると表3に示される．早・晩

材の移行や晩材幅は試料により

かなり変動があった．仮道管に

らせん肥厚，放射組織に放射仮

道管，正常樹脂道の存在が認め

られたものはなかった．スギと

ヒノキについて大きな決め手と

なるのは分野壁孔であり，前者

がスギ型，後者がヒノキ型で，

両者とも典型的なタイプを示

す．しかしながら，出土木材の

試料は劣化，崩壊しているた

め，分野壁孔そのものがはっき

りしないものが多く，判別に非

常に困難を伴った．出来るだけ

多数の分野を観察し，他の性質

を勘案して総合的に判断した．

モミについては樹脂細胞がな

10μm
図5

く，スギ型壁孔をもち，放射柔細胞に明瞭なじゅず状末

端壁（図8A）をもっていることで判定できた．一一部の

試料には傷害樹脂道と思われるものがあった．

　図3，図4はそれぞれスギとヒノキの3断面および柾

目面のSEM（走査電子顕微鏡）像を示す．柾目面にお

いて仮道管内腔表面に分野壁孔の輪内孔口が観察され，

図3Bでは表面はほとんど劣化を受けていなく，典型的

なスギ型壁孔を示す　一方，図4Bではヒノキ型壁孔を

示しているが，内腔表面が劣化を受けている部分があ

ヒノキ圧縮あて材のSEM像
角材（u－86）

A：2断面，B：柾目面

り，その部分の分野壁孔の孔口は長楕円形だったものが

劣化により大きくなって楕円形ないし円形に変化し，光

学顕微鏡（以下光顕と略す）で観察する場合スギ型に近

い分野壁孔に見えるので，樹種の判別に際しては注意を

要する．

　針葉樹の試料4瞭のうち圧縮あて材が認められたのは

1点だけであった（図5）．この圧縮あて材の存在は，

SEMで仮道管壁にらせん状の裂目が観察されることに

より明確に確認できる（図5B）．しかしながら，光顕

図6 仮道管の劣化状態

ヒノキ曲物底板（u一ユ9）

A：横断面，B；柾目面，C：板目面

10μm
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図7仮　道管における劣化部分と未劣化部分　　柾目面

　　　A　ヒノキエ具（u－205），B：スギ板状木製品（卜32）

　　図8　モミ仮道管における未劣化部分囚と劣化部分（B〕　柾目面

　　　　　A：円盤状木製晶（Nα5），B：用途不明晶（Nα12）

　　　　　矢印は放射柔細胞のじゅず状末端壁を示す．

観察においてはいくつかの試料では仮道管が丸味を帯　　　劣化・崩壊は試料全体に均一に進行するのではなく，あ

び，縦断切片で仮道管にらせん状の筋あるいは裂目状の　　る程度選択的に起ると思われる．仮道管内壁表面が劣化

ものが見られ，圧縮あて材類似の組織と思わせるものが　　を受けるとまず表面に近いS。が崩壊し，S。が露出す

しばしば現われた．図6はそのユ例で，仮道管断面はか　　　る．次にS2に亀裂が入り，この亀裂はS2のフィブリル

なり劣化を受けて全体に丸味を帯びている　（図6A）．　　　に沿って発達していく．そして細胞壁全体が順次破壊，

同じ試料の仮道管内腔表面を観察すると，多数の亀裂が　　　分解されていくものと推測される．

斜めに走っていた（図6B）・この亀裂は圧縮あて材の　　　出土木材は一般に乾燥時における収縮，変形が現生材

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ4）工5）
らせん状の裂目（図5B）と明らかに異なっており，長　　　の生材乾燥以上に大きいことが知られている．本研究に

年月にわたる劣化・崩壊によって生じたものと考えられ　　　おいてもモミの晩材部で仮道管壁が著しく収縮すること

る．この試料は曲物底板のヒノキであり，光顕で分野壁　　　が認められた．図gはミク1・トーム切削面を溶媒乾燥後

孔がヒノキ型よりはむしろトウヒ型に近い形状を示すこ　　SEMで観察したものである．ここで注目されるのは仮

とが再三であったのは，写真に

示されるようにヒノキ型の孔口

に亀裂が入り，スリット状の輪

出孔口を擬似させたためと考え

られる．光顕で観察されたらせ

ん状の筋は劣化によって仮道管

壁に生じた亀裂であり，これら

の亀裂は二次壁中層（S。）のフ

ィブリルに沿っていることがわ

かった（図6C）．

　仮道管壁の劣化・崩壊の状況

は，同一試料でも著しく劣化を

受けている部分と，そのような

劣化をほとんど受けていない部

分があった（図4B，図7）．

図7Aにおいて右側から2番目

の仮道管は劣化を受けていな

く，分野壁孔はヒノキ型の孔口

を保ち，内壁表面にイボ状構造

の形態を残しているのに対し

て，他の仮道管は二次壁内層

（S3）が崩壊し，S。のフィブリル

が露出し，分野壁孔の孔口が少

し大きくなっている．図7Bは

同一仮道管における劣化と未劣

化の状態を示している．これは

内壁表面，多分S。の一一部が劣

化によって崩壊，剥離していく

状況を示唆していると思われ

る．モミについてもこのように

仮道管内壁表面が劣化を受けた

場合と受けない場合があった

（図8）．

　上述のSEM観察結果から，
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表4　広葉樹遺物の解剖学的性質

サ　カ　キ

道　　　　管

　　配列散在（小）
　　せ　ん孔　　階段

　　V－V壁孔　階段状～
　　　　　　　　　　対列状

軸方向柔組織　散在

放射、組織
　　構　　成　異性

　　　幅　　　ユ～2列

R－V壁孔対列状
木　　繊　　維　BP

周囲仮道管　　一

ヤブツバキ

散在（小）

階段

散在（多）

異性
1～3（とき
に4）列

異形細胞
階段状

BP

カ　シ　類

放射状

単

帯状

同性

単列，広

柵状

十

スダジイ

放射状

単

線状

同性

単列

柵状

十

ホオノキ

散在

単，階段

階段状～
　　対列状

異性

ユ～2列

階段状～
　　対列状

隔壁

ツ　　　ゲ

散在（極小）

階段

散在（多）

異性

1～3（とき
に4）列

対列状～
　　交互状

BP

散在

階段

散在

ズ　キ

異性

ユ～4列

交互状

BP

注：（小）・道管の直径が非常に小さい，（極小）・道管の直径が極めて小さい，V－V壁孔，道管相互壁孔，

　　R－V壁孔；道管放射組織間壁孔，広；広放射組織，BP；有縁壁孔．

道管壁全体が収縮するのではな

く，壁層間に収縮に差異が認め

られることである．すなわち，

S。が細胞問層（I），一次壁（P）

および二次壁外層（S。）の外側

の層から分離して収縮してい

る．このような現象が見られた

のは，出土木材はリグニンに比

べてセルロースの崩壊が速いと
　　　　　14）16）
いうことから，（I＋P＋S1）層

はリグニンが多くて劣化を受け

にくいのに対してセルロースの

多いS。は崩壊し易いため，収

縮も大きくなり，S。から分離し

たためと考えられる．

　2．2広葉樹遺物の組織

　広葉樹の木製遺物について樹

種鑑定上の根拠となった主な解

10μm
図9

10

モミ晩材部横断面

A：用途不明晶（Nα10），B：用途不明晶（Nα12）

仮道管壁のS2層が収縮して分離している．

剖学的性質を表4に示す．一般に広葉樹の試料は非常に

脆く，組織が分解，破損しているものが多いので，ミ

ク1コトームによる切片化が困難であり，切片は厚くなら

ざるを得なく，顕微鏡で組織上の特徴を読み取るのに苦

労した．樹種識別上の要点は以下の通りである．

　サカキ　　道管に階段せん孔をもち，バーの数は多

い．V－V壁孔は階段状～対列状，R－V壁孔は対列状で

ある．

　ヤブツバキ　　階段せん孔をもち，バーの数は少な

い．放射組織の辺縁に結晶を合んでいたと思われる大型

の異形細胞の存在が特徴的である．R－V壁孔は階段状

である．

　カシ類　　道管は放射状配列している．帯状柔組織が

認められる．放射組織は同性で，多数の単列放射組織

と著しく幅の広い広放射組織の両者が存在している．

R－V壁孔は柵状である．植物分類学ではアカガシ亜属

の中にアカガシ，シラカシ，アラカシ，イチイガシ，ツ

クバネガシ，ウラジ1コガシ等が合まれるが，組織上種の

n181605.pdf
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OOμm l1些m
　　　　　　　　　　　　図ユO　ヤブツバキのSEM像

　　　　　　　　　　　　　　用途不明品（u－222）

　　　　　　　　　　　　　　A：3断面，B：柾目面

同定は困難であるので，カシ類として一括した．

　スダジイ　　道管は放射状配列している．線状柔組織

が認められる．放射組織は単列同性型である．R－V壁孔

は柵状である．シイノキ属にはスダジイとツブラジイが

あるが，後者は集合放射組織をもっており，また当地の

森林植生ではスダジイに比べて非常に少ない．

　ホオノキ　　せん孔には単せん孔と階段せん孔の両者

が見られる．V－V壁孔とR－V壁孔は階段状～対列状

である．木繊維に隔壁が多く認められる．道管にチロー

スが多く見られる．

　ツゲ　　道管の直径が極めて

小さく，木繊維や軸方向柔細胞

と大差がない．階段せん孔をも

つ．バーの数は少ない．軸方向

柔細胞は多く，散在している．

R－V壁孔は多く，対列状～交

互状である．

　ミズキ　　階段せん孔が顕著

に認められる．R－V壁孔は交

互状で多い．

　図ユOはヤブツバキの3断面と

柾目面をSEMで観察したもの

である．試料表面は非常に脆い

状態になっており，横断面では

道管の分布がどうにかわかる程

度である（図10A）．柾目面では

道管に階段せん孔が見られる

（図ユOB）．出土木材を光顕で観察する場合道管に階段せ

ん孔を見落すことがあるが，このように階段せん孔の存

在を確認するのにSEMは有用である．

　カシ類の試料は道管にチロースがよく発達しているも

のが多く，道管内に泡状の組織を残している（図1ユA）．

このようにチロースの発達した道管においてチロース形

成のない部分を観察すると，内壁表面はそれほど劣化を

受けず，壁孔は破壊することなくそのまま形状を留めて

いた（図ユ1B）．これはチロースが道管内への水分や微

図1ユカシ類の道管
　　　A：鋤（Nα1）

　　　B：鍬（Nα4）

　　　C：鍬（Nα3）

道管にチロースが発達している（柾目面）．

道管内壁は劣化を受けていない（板目面）．

道管内壁は著しく劣化を受けている（柾目面）．

10μm
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100μm

図12 広葉樹道管の劣化状態　　柾目面

A：ホオノキ棒状木製晶（Nα7）

B：スダジイ用途不明品（Nα8）

C：ミズキ用途不明品（Nα1ユ）

生物などの侵入を阻止し，細胞壁の劣化，崩壊を防ぐ効

果があるのではないかと思われる．しかし，チロースの

発達していない道管においては劣化が著しく，内壁表面

がかなり崩壊している状態がわかり（図11C），図ユ1B

と非常に対照的である．

　図ユ2はホオノキ，スダジイ，ミズキにおける道管の劣

化状態を観察したものである．ホオノキに単せん孔（図

ユ2A），スダジイに柵状のR－V壁孔の痕跡（図12B），

ミズキに階段せん孔の残骸（図ユ2C）が見られるけれど

も，一般にほとんどの広葉樹遺物の道管はかなり劣化を

受けていた．

　広葉樹の試料がSEM観察でも針葉樹に比べて劣化の

度合いが大きかったのは，道管を通路として水分や腐朽

菌などの微生物が木材内部に侵入し易いこと以外に，セ

ルロー一スの崩壊は広葉樹の方が針葉樹よりも著しく速く
　14）ユ7）ユ8）

なるため，劣化し易くなると考えられる．出上木材の場

合，針葉樹よりも広葉樹において乾燥による収縮，変形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14）
が著しく，遺物の形態維持が悪いと言われている．

　ヤブツバキにおいては放射組織の辺縁にダルマ状にふ

くれた異形細胞が多数存在し，あたかも結晶を合有して

いるように見えた．これを偏光顕微鏡で観察すると，複

屈折はほとんど認められなかった．SE1〉［においてもサ

ック（sac）状のものが観察されたが，X線マイクロァ

ナライザーによる元素分析でもその中に結晶の成分であ

るCaは検出されなかった．これは明らかに結晶を包ん

でいたサックであり，その中の結晶は土中に長年月埋没

されている間に酸化作用などの影響を受けたりして溶解

し，消失したものと考えられる．カシ類の一部にも軸方

向柔細胞に結晶を含んでいたと思われるサックが存在し

ていた．

　　　　　　　　ま　　と　　め

　松江市にある才ノ峠遺跡（奈良時代）および西川津遺

跡（弥生時代前期～中期）から出土した木製品を光学顕

微鏡観察によって解剖学的性質を調べ，木製晶の樹種調

査を行なった．また組織構造の劣化状態などもSEMに

よって観察した．調査を行なった木製遺物の試料は島根

県教育庁から提供を受けたもので，才ノ峠遺跡では板状

木製晶，棒状木製品，曲物の底板などの42点，西川津遺

跡では鍬，鋤，横槌などのユ2点，計54点であった．

　木製晶の樹種を鑑定した結果は，才ノ峠遺跡ではスギ

2哺，ヒノキユ漁，サカキユ点，ヤブツバキ1点，西川

津遺跡ではモミ3点，カシ類5点，スダジイ，ホオノ

キ，ツゲ，ミズキ各1点であり，両遺跡における樹種構

成は違っていた．

　才ノ峠遺跡の木製晶はほとんどスギとヒノキであり，

スギは全体の64％を占め，各種用途に使用されていた．

　西川津遺跡では調査数は少ないが，才ノ峠遺跡とは樹

種，用途が異なり，約半数がカシ類であり，鍬，鋤，横

槌のような農耕具類に使用されていた．

　SEM観察によると劣化は選択的に進行するようで，

同一試料，同一仮道管でも劣化した部分と未劣化の部分

があり，劣化の進行したものは仮道管壁のS。が崩壊し，

内壁にらせん状の亀裂が多数生じていた．この亀裂は
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S。のフィブリルに沿っていた．またモミの晩材仮道管

壁において乾燥によるS。の収縮が大きく，S。より外側

の層から分離することが観察されたことから，S。が劣

化，崩壊を受け易いことがわかった．

　組織構造の劣化の度合いは針葉樹よりも広葉樹の方が

大きかった．チロースの発達した道管においては内壁表

面はあまり劣化を受けず，壁孔の形態を保持しているこ

とが観察され，チロースが道管内への水分や微生物など

の侵入を阻止する効果があると考えられた．

　ヤブツバキの放射組織の異形細胞に結晶を包んでいた

と思われるサックが多数存在していたが，その中の結晶

は偏光顕徴鏡による複屈折やX線マイクロアナライザー

による元素分折でも確認できず，消失していた．

　以上のように本研究においては2ケ所の遺跡から出土

した木製晶の樹種を調べ，またSEMを含め顕徴鏡で観

察したいくつかの知見を報告したが，木製品の用途と樹

種との関係を今後更に詳細に調べるには，特に古代出雲

地方の遺跡を中心にして多くの木製遺物を収集し，広範

囲に調査試料数を増やして研究を進める必要がある。
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S触㎜鮒y

　　Wood　art1facts　exca∀ated　from　the　re＝ma1ns　ofSa1not◎ge（Nara　Per1od）and　N1sh1kawatsu

（ear1y　to皿1dd1e　stage　of　Yay01Per1od）m　lMatsue　Cユty　were　exam1ned　w1th　a11ght　m1－

croscope　to　determ1ne　the1r　anatom1ca1features　and　t01d－ent1fy　the　spec1es

　　There　were　forty－two　wood　art1facts，1nc1udユng　board－11ke　and　st1ck－11ke　p1eces　and－

botto加boards　of　round　boxes　fro皿the　Sa1not09e　Rema1ns，and　the的were　twe1Ye1telms・

1nc1ud1ng　hoes，a　p1ow　and　a　pound1ng　too1fro皿the　N1sh1kawatsu　Rema1ns

　　The　art1facts　frolm　the　Sa1notoge　Rema1ns　were　shown　to　cons1st　of27P1eces　ofSug1

（0プ妙右o榊θγzα！ψo刎6α），13P1eces　of　H1nok1（C肋刎αθo地αγzs　oろ加sα）and　one　p1ece　each　of
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Sakaki (Cleyera japonica) and Yabu-tsubaki (Camellia japonica). There were 3 pieces of 

Momi (Abies firma),' 5 pieces of Kashi (Quercus spp.) and one piece each of Suda-jii 

(Castampsis cuspidata), Honoki (Magnolia obovata), Tsuge (Buxus microphylla) and Mizuki 

(Cornus colztroversa) among the artifacts from the Nishikawatsu Remains 

Artifacts from the Sainotoge Remains were mostly made of Sugi and Hinoki, and 
particularly Sugi was utilized for various objects amounting to 64 percent of the total pieces. 

On the other hand, the artifacts from the Nishikawatsu Remains differed both with 

regard to uses and species and about half of them were made of Kashi(oak) and were 

farm tools like hoes and plows. 

The state of deterioration in the wood structure of the artifacts was examined with 

a scanning electron microscope and information was obtained in particular on the dis-

integration of tracheids: in the samples showing much deterioration, the S3 Iayer of 

tracheid walls broke down and many spiral cracks occurred along the fibrils of the S2 

layer. It was also found that the S2 Iayer was more susceptible to deterioration or 

breakdown compared with the outer regions of the wall including the Sl layer. 


